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い
と
思
う
。
私
ど
も
に
基

金
を
取
り
崩
し
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
図
を
含
め
て
説
明

し
て
い
る
。
そ
の
と
き

に
、
条
例
改
正
を
含
め
同

時
に
提
示
す
べ
き
で
あ

る
。
県
も
広
域
化
に
伴
い

基
金
条
例
を
含
め
改
正

が
出
て
く
る
と
は
思
う

が
、
今
議
論
し
て
い
る
の

は
県
、
国
の
問
題
で
は
な

く
、
市
の
基
金
条
例
を
ど

う
適
切
に
運
用
す
べ
き
か

伺
っ
て
い
る
。

答　

制
度
、
条
例
等
を
同

時
に
出
す
こ
と
は
理
想
だ

と
考
え
る
。
一
方
、
国
保

の
広
域
化
に
伴
い
、
県
の

基
金
条
例
が
改
正
さ
れ
る

と
、
市
の
条
例
も
根
本
的

な
改
正
が
必
要
に
な
る
。

３
月
市
議
会
に
な
る
が
、

県
議
会
に
出
さ
れ
る
も
の

を
参
考
に
、
問
題
の
な
い

よ
う
な
条
例
を
設
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

６
月
議
会
に
お
い

て
、
今
後
の
給
付
準
備
基

金
の
使
途
に
つ
い
て
は
国

保
広
域
化
後
の
激
変
緩
和

に
用
い
る
と
の
考
え
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
金

は
、
給
付
準
備
基
金
条
例

第
６
条
（
処
分
）
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
適
切
さ
に
欠
け
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
こ
の
際
第
７
条
に
よ

り
、
改
め
て
使
途
を
明
確

に
し
た
上
で
の
運
用
を
思

う
の
で
、
見
解
を
伺
う
。

答　

国
民
健
康
保
険
給
付

準
備
基
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
４
月
以
降
の
国

民
健
康
保
険
の
広
域
化
に

向
け
て
、
今
後
県
が
改
正

を
行
う
県
条
例
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
条
例
を
改

正
し
、
基
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
定
め
る
予
定
と

し
て
い
る
。

問　

お
互
い
規
約
、
規
則

に
の
っ
と
り
物
事
を
進
め

て
い
る
こ
と
に
間
違
い
な

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
民
生
活
（
暮
ら
し
）

に
つ
い
て

❷ 

小
高
病
院
の
再
編
に
つ

い
て

❸ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
つ
い
て

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
状
態
に
応
じ
た
学
習
を

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
使
命

と
思
う
。
支
援
員
や
必
要

な
事
業
が
あ
れ
ば
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
現
行

事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
は

手
法
等
の
提
言
を
受
け
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

除
染
土
壌
が
校
庭
に

埋
設
さ
れ
て
６
年
に
な
る

が
、
搬
出
計
画
は
。

答　

搬
出
に
伴
う
飛
散
防

止
対
策
な
ど
環
境
省
や
学

校
と
協
議
し
、
仮
置
場
に

搬
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
は

問　

国
に
申
請
し
た
計
画

は
、
原
町
、
鹿
島
は
定
額

タ
ク
シ
ー
料
金
の
割
引
制

で
、
今
年
度
中
の
実
施
目

標
で
、
小
高
は
平
成
32
年

度
以
降
同
様
の
対
応
か
。

答　

全
市
的
検
討
予
定
。

問　

公
立
保
育
園
で
は
、

７
割
が
嘱
託
保
育
士
と
聞

く
。
平
成
28
年
度
よ
り
新

規
採
用
は
正
職
員
と
の
事

だ
が
、
嘱
託
保
育
士
の
正

職
員
化
の
計
画
は
。

答　

来
年
度
は
嘱
託
職
員

も
受
験
で
き
る
社
会
経
験

者
の
枠
を
設
置
予
定
だ
。

教
育
環
境
の
充
実
を

問　

６
月
支
給
の
入
学
準

備
金
を
早
め
る
よ
う
３
月

議
会
で
改
善
を
求
め
た

が
、
来
年
度
の
計
画
は
。

答　

平
成
30
年
度
入
学
予

定
者
か
ら
、
入
学
前
支
給

に
改
善
を
図
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

学
習
支
援
を
６
割
が
求
め

て
い
る
。
現
行
の
学
力
強

化
推
進
事
業
を
拡
充
す
る

こ
と
と
併
せ
、
転
校
等
で

遅
れ
た
学
習
を
と
り
戻
し

基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、
学
習
支
援
員
の

増
員
等
、
児
童
生
徒
の
状

況
に
即
し
た
学
習
支
援
が

そ
の
他
の
質
問

❶ 

学
校
給
食
費
の
無
償
化

の
導
入
を

❷ 

給
付
型
奨
学
金
制
度

（
高
校
・
大
学
）
創
設
を

❸ 

看
護
師
確
保
対
策
の
拡

充
を

国
民
健
康
保
険
準
備

国
民
健
康
保
険
準
備

基
金
の
運
用
は

基
金
の
運
用
は

保
育
士
は
、

保
育
士
は
、

　
す
べ
て
正
職
員
に

渡部 一夫 議員

荒木千恵子 議員

一
般
質
問

質問を終えて
　固定資産税にしても国民健
康保険税にしても、要は、市
民生活から判断すべきと強く
思う。

南相馬市立総合病院

！！！

「学習塾と連携した学力強化推進事業」の様子

質問を終えて
　国に申請中の「地域公共交
通計画」が認可されれば、今
年度中に実現しそうです！！
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民
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す

と
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

公
約
の
実
現
と
、
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
事

業
の
成
果
を
伺
う
。

答　
「
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
新
し
い
南
相
馬
市

を
つ
く
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
原
子
力
災
害
の

克
服
、
子
育
て
・
教
育

支
援
、
医
療
・
福
祉
の

充
実
、
交
流
、
産
業
支

援
、
そ
し
て
避
難
指
示
区

域
内
の
再
生
と
元
気
を
取

り
戻
す
こ
と
を
主
な
施
策

と
し
て
進
め
て
き
た
。
成

果
と
い
う
よ
り
は
、
や
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
、
除
染
を
完
了

さ
せ
る
問

題
や
、
避

難
指
示
区

域
内
の
解

除
に
伴
う

再
生
、
産

業
再
生
で

は
ロ
ボ
ッ

ト
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
の
誘
致
と
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
ま
ち
南
相
馬

市
の
拡
充
問
題
も
含
め
取

り
組
ん
で
き
た
。
公
約
は

ほ
ぼ
実
現
し
て
い
る
。

問　

本
市
の
再
興
に
向
け

３
期
目
出
馬
の
考
え
は
。

答　

厳
し
い
意
見
も
含
め

多
く
の
市
民
に
支
え
て
頂

い
た
。
様
々
な
皆
さ
ん
と

相
談
し
早
期
に
判
断
す
る
。

問　

行
政
の
役
割
は
「
最

大
市
民
の
最
大
幸
福
」
で

あ
る
が
、
市
民
の
心
の
復

興
に
つ
い
て
、「
幸
福
の

５
つ
の
条
件
」
と
言
わ
れ

る
①
健
康
で
あ
る
②
朝
起

き
て
や
る
仕
事
が
あ
る
③

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
④
美
し
い
も
の
を

見
て
美
し
い
と
感
じ
る
心

が
あ
る
⑤
自
分
に
見
合
っ

た
お
金
が
あ
る
、
に
つ
い

て
ど
う
捉
え
、
取
り
組
む

の
か
伺
う
。

答　

ご
指
摘
の
幸
福
の
５

つ
の
条
件
に
つ
い
て
は
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
復

興
総
合
計
画
の
将
来
像
の

趣
旨
の
中
に
「
全
て
の
市

質問を終えて
　その後、10月の定例記者
会見で３期目市長選挙出馬
を表明した。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

働
き
方
改
革
の
18
時

に
帰
る
職
場
づ
く
り

❷ 

学
力
ア
ッ
プ
の
本
市

独
自
の
教
職
員
採
用

❸ 

学
校
図
書
館
と
、
読

み
聞
か
せ
の
充
実

市
長
任
期
４
年
の

市
長
任
期
４
年
の

成
果
と
挑
戦

成
果
と
挑
戦

小川 尚一 議員

質問を終えて
　病院改革への取組みは端緒につ
いたばかり。持続可能性を担保す
るには、市民理解も必要。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

小
高
病
院
が
取
組
む
遠

隔
診
療
の
可
能
性
は

❷ 

地
域
医
療
構
想
に
基
づ

く
病
棟
再
編
の
行
方
は

❸ 

経
営
企
画
室
が
担
う
過

大
な
負
担
と
強
化
策
は

域
の
末
端
職
員
に
至
る
ま

で
、
病
院
の
現
状
と
課
題

克
服
へ
の
共
通
認
識
が
不

可
欠
だ
。
患
者
中
心
の
医

療
と
の
認
識
が
低
く
、
接

遇
に
関
す
る
苦
情
や
、
経

営
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

部
長
以
上
の
管
理
運

営
会
議
に
限
ら
ず
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
据
え
て
、
病

院
の
現
状
と
課
題
の
認
識

共
有
化
に
取
組
ん
で
い
る
。

接
遇
委
員
会
も
新
た
に
立

ち
上
げ
、
全
職
員
を
対
象

に
研
修
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
を

達
成
す
る
に
は
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
病
院
経
営
者

と
し
て
の
意
識
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
、
経
営
指
標

や
病
床
稼
働
率
等
の
見
え

る
化
を
図
り
、
共
通
認
識

の
も
と
に
一
丸
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

問　

再
編
さ
れ
る
小
高
病

院
は
、
市
立
総
合
病
院
の

サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所
（
無

床
）
と
し
て
、
地
域
開
業

医
と
連
携
し
て
初
期
医
療

を
担
う
こ
と
に
な
る
。
今

後
、
帰
還
の
進
展
に
伴
う

医
療
需
要
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
患
者
の
病
歴
や

健
康
状
態
を
理
解
し
、
疾

病
予
防
や
健
康
相
談
に
も

気
楽
に
応
じ
、
ど
ん
な
病

気
で
も
診
て
く
れ
る
『
家

庭
医
（
総
合
診
療
専
門

医
）』
の
配
置
が
適
切
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

福
島
県
立
医
大
に
は

家
庭
医
を
育
成
さ
れ
て
い

る
先
生
が
お
り
、
小
高
の

よ
う
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ

家
庭
医
の
配
置
が
必
要
で

は
な
い
か
と
の
提
案
も
い

た
だ
い
た
経
緯
も
あ
る
。

相
談
を
進
め
、
配
置
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問　

市
立
病
院
の
新
し
い

改
革
プ
ラ
ン
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
に
は
、
各
職

まずは接遇改善に取り組む市立総合病院

小
高
診
療
所
に

小
高
診
療
所
に

家
庭
医
の
配
置
を

家
庭
医
の
配
置
を
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市民の幸福を実現する
総合計画

一
般
質
問


